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江戸絵図を読むｰ『ゑ入江戸大絵図』
そのほか Tool 紹介
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錦絵でたのしむ江戸の名所
https://www.ndl.go.jp/landmarks/

筑波大学図書館「古地図」コレクション
筑波大学附属図書館が所蔵している古地図362冊（367画像）
http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/pub/tree/kochizu.html

京都大学附属図書館「地図でみる日本、世界」
https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/classification/pickup-
map

国土地理院古地図コレクション（画像精度よくない）
https://kochizu.gsi.go.jp/

gooｰ古地図
https://map.goo.ne.jp/history/

今昔マップ on the web
http://ktgis.net/kjmapw/index.html

参考となるHP

https://www.ndl.go.jp/landmarks/
http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/pub/tree/kochizu.html
https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/classification/pickup-map
https://kochizu.gsi.go.jp/
https://map.goo.ne.jp/history/
http://ktgis.net/kjmapw/index.html


日文研所蔵地図データベース
https://lapis.nichibun.ac.jp/chizu/index.html

https://lapis.nichibun.ac.jp/chizu/index.html


江戸時代には多くの地図が作ら
れ、木版印刷の普及で民衆にも
広く利用されました。江戸では
他地域よりも多く作られ、江戸
を描いたものは一般に「江戸
図」と呼びます。中でも江戸後
期に作られた絵図は、江戸全域
を一枚に描いた絵図に対して、
ある一部を区切って作られてい
るため「切絵図」と呼ばれてい
ます。

※畳んである状態から広げて使う図面の場
合「舗」「鋪」でカウント。地図も「舗」
「鋪」を使用。http://codh.rois.ac.jp/edo-maps/

http://codh.rois.ac.jp/edo-maps/


Physical Location: Cambridge University Library
Classmark: FJ.120.36
Uniform Title: ゑ入江戸大絵図
Subject(s): 刊
Date of Creation: 貞享5修 (1688)
Associated Name(s): Aston, William George, 
1841-1911
Published: 江戸、表紙屋一郎兵衛
Extent: 図1舗; 140.3cmx141.6cm
Provenance:
Acquired from William George Aston in 1911.
Bibliography:
原題簽欠。後補書題簽「貞享五年江戸絵図 全」。手彩
色。外題推定は岩田豊樹『江戸図総目録』による(同書
p.17貞享1刊『絵入江戸大絵図』の後修か)。図中に入
木修訂痕跡多し。(印記)「小栗家蔵書印」「小栗」。



明暦の大火(1657)後、幕府は大目附北条安房守正房に命じ、江戸市街とその周辺の実測を行い、
江戸市街図を作成した。それを幕府の許可のもとに、寛文10年（1670）から13年（1673）に
かけて、江戸城を軸にした中央部の「新板江戸大絵図」と、東西南北の各部に分割された「新
板江戸外絵図」の５図が、遠近道印(おちこちどういん）の名で、経師屋加兵衛から板行された。

その後、幕府の許可を得て、さらに縮尺して、5枚図を江戸一枚図にまとめた「分間江戸大絵図
完（新板江戸大絵図）」が刊行された。この正確な実測図は、その後の江戸図の作成に大きな
影響を与えた。特に実測による縮尺は分間法（南北の子午線を基準に方角という形で角度を測
るもので、より正確な位置関係や形状を測量することが可能）の基となった。

新版江戸大絵図 経師屋加兵衛版 寛文10年～寛文13年
https://www.digital.archives.go.jp/img.L/2505940
国立公文書館で画像Download可能

実測図の出現

新版江戸大絵図／絵入 表紙屋市郎兵衛版 延寳4[1676]
https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/ru11/ru11_0
0822/index.html

https://www.digital.archives.go.jp/img.L/2505940
https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/ru11/ru11_00822/index.html




1. 武家屋敷、寺社の名前は正門・玄関な
ど入口のある位置から内側に向かって書か
れる。
2. 町人居住区は、住人の名前ではなく町
名が表記される。かつ文字の向きは、原則
江戸城の方向を頭に配される。これはその
地点から江戸城に向かう最短の方向に向く。
3. 坂の名前は、原則、坂の上から下方向
に文字が書かれる。
4. 水流の方向が明瞭な河川の場合、その
名前は上流から下流に文字が書かれる。

地図の見方 平野明氏ご教示

https://www.sainsbury-
institute.org/library-treasures/edo-kirie-
zu-area-maps-by-owariya/

https://www.sainsbury-institute.org/library-treasures/edo-kirie-zu-area-maps-by-owariya/
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http://codh.rois.ac.jp/bukan/

武鑑とは、江戸時代に出版さ
れた大名家および幕府役人の名
鑑のことである。武鑑は17世紀
中ごろに出版されはじめ、慶応
3 年（1867）10 月14 日の大
政奉還まで、200年以上の間、
出版され続けた。武鑑は実用書
であり、ロングセラーブックで
あった。武鑑は、社会の需要に
応えて、年を追うごとに厚くな
り、その改訂の頻度は年に数度
から月に数度までに増えていっ
たのである。

http://codh.rois.ac.jp/bukan/


そのほか Tool 紹介



国書データベースについて
「https://kokusho.nijl.ac.jp/」

or 「国書データベース」で検索

いつでも、どこからでも、誰でも自由に、無料で利用可能

3月1日
正式公開

https://kokusho.nijl.ac.jp/


マニュアルはどこ？
3点リーダをClick

使い方をClick

マニュアルをDownload



国書データベースを知るには

マニュアルを読むか？直感的に使いこなすか？

書誌検索…個別の資料の検索
著作検索…個別資料ではなく作品単位の検索

同じタイトルを含む別著作も示すので、絞り込み可能 ★
著者検索…資料ではなく著者を探す検索

別名も管理しており、登録されている別名でも検索可能

著作コントロール
（同じ作品群を括っている）

同一書名異作品が多い
→著作コントロールが大事



世界標準のオープンソースmirador（https://projectmirador.org/）を採用
ある程度、自分にとって使いやすい画面にできるのが特徴

Download

表示
画像ビューワ

初期設定の画面

全画面表示



使いやすい画面に
画像ビューワ



特定の文庫だけを確認したい方に

国書データベース
Top page

「画像利用条件」から
はいるのが便利



https://www.nijl.ac.jp/news/2
023/02/post-276.html

国文研 学術情報リポジトリ 研究データ
解説：これまで当館で作成したデータベースやコンテンツを、研究デー
タとして保存・公開しています。過去の研究成果の調査や、新たな研究
活動の素材として、表示されたライセンスに従って利活用いただけます。
なお、一般公開が制限されるもの、公開条件に関する取り決めが明確で
ないものについては、画像や本文等を省略した形でデータベース情報の
みを公開しています。

国文研各種DBの行方

https://kokubunken.repo.nii
.ac.jp/index.php?action=pa
ges_view_main&active_acti
on=repository_view_main_i
tem_snippet&index_id=411
&pn=1&count=20&order=1
7&lang=japanese&page_id
=13&block_id=21

https://www.nijl.ac.jp/news/2023/02/post-276.html
https://kokubunken.repo.nii.ac.jp/index.php?action=pages_view_main&active_action=repository_view_main_item_snippet&index_id=411&pn=1&count=20&order=17&lang=japanese&page_id=13&block_id=21


https://seal.dhii.jp/

蔵書印ツールコレクション

https://seal.dhii.jp/


・『源氏物語』第14巻「みをつくし」（澪標）＝「みを（船の水路）を示
すために立ててある杭」の意、「身を尽くし」の掛詞でもある。
・「みをつくし」が人々の水先案内となるように、「みを」アプリが、く
ずし字資料を読むための道案内となることを目指す。

・2021年8月30日にiOS版とAndroid版を無料公開
アプリダウンロード数は10万件以上、くずし字認識画像数は130万件以上
・公開後1年間、1日2000-4000件程度の利用で安定

AIくずし字認識アプリ「みを」 http://codh.rois.ac.jp/miwo/

北本朝展氏レジュメより

http://codh.rois.ac.jp/miwo/


「みを」アプリのデザイン

くずし字認識 Bounding Box 表示 認識結果修正機能 テキスト出力



くずし字字形データ
1300年の文字を検索（他機関と共同で公開）

https://mojiportal.nabunken.go.jp/

https://mojiportal.nabunken.go.jp/


（参考）表紙模様について

国文研「表紙文様集成」
www.nijl.ac.jp/pages/images/hyo
usimonyou.pdf

麻の葉地に小菊と若松の丸散らし文様

http://www.nijl.ac.jp/pages/images/hyousimonyou.pdf


暦変換
甲 きのえ 子 ね
乙 きのと 丑 うし
丙 ひのえ 寅 とら
丁 ひのと 卯 う
戊 つちのえ 辰 たつ
己 つちのと 巳 み
庚 かのえ 午 うま
辛 かのと 未 ひつじ
壬 みずのえ 申 さる
癸 みずのと 酉 とり

戌 いぬ
亥 い

http://www.hutime.jp/basicdata/calendar/form.html

http://www.hutime.jp/basicdata/calendar/form.html


言葉から探す 国会図書館 次世代デジタルライブラリー
サービスURL
https://lab.ndl.go.jp/dl/
ソースコード
https://github.com/ndl-lab/tugidigi-
web/

https://lab.ndl.go.jp/dl/
https://github.com/ndl-lab/tugidigi-web/


形態素解析等のツール（国立国語研究所）

形態素解析：文を言語上の最小単位である形態素に
分割し、品詞や変化などを割り出すこと

国立国語研究所 形態素解析
中納言（登録制）＆Ｗｅｂ茶まめ
＆全文検索システムひまわり

http://chamame.ninjal.ac.jp/

https://chunagon.ninjal.ac.jp/auth/login?service=https://bonten.ninjal.ac.jp/bccwj/string_search,%202020-7-30.
https://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9
http://chamame.ninjal.ac.jp/


http://id.nii.ac.jp/1283/00003721/
国文学研究資料館ＨＰのリポジトリよりダウンロード可能

和書のさまざま（和本の基本的な情報）

http://id.nii.ac.jp/1283/00003721/


湯浅半月『書画贋物語』より

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp
/pid/961413

鑑定学
『鑑定学入門』の元になった論文

日本近世絵画の観察と
資料性評価の理論

http://www.kurokawa-
institute.or.jp/files/libs/633/2
0190428102417593.pdf

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/961413
http://www.kurokawa-institute.or.jp/files/libs/633/20190428102417593.pdf


文学通信のリポジトリからDownloadする
最新出版物が無料でダウンロード可能

https://repository.bungaku-
report.com/

くずし字入門書

https://repository.bungaku-report.com/


それではこのセッションを終わりにします
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